
〔
書
評
と
紹
介
〕

臨

靖

宏

・

桑

覇

真

入

・

船

津

功

・

関

口

『
北
海
道
の
歴
史
』
(
新
版
県
史
シ
リ
ー
ズ
1
)

一
章
l
文
化
は
北
か
ら
南
か
ら
/

1
北
講
道
の
繋
照
明
/

2
北
端
道
猿
自
の
文
化

明
共
著

/

3
擦
文
文
化
と
渡
鳴
蟻
夷
〈
関
E
明
〉
。
一
ニ
罰
頁
。

「
夷
島
」
と
中
世
間
家
/

1
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
と
和
人
/

2
和
人
支

配
の
強
化
と
ア
イ
ヌ
民
族
(
問
機
日
暁
〉
。
二
六
一
員
。

複
蒜

進

三
章
i
幕
議
制
成
立
期
の
松
前
・
蝦
夷
地
/

1
統
一
日
本
と
松
鶴
・
蝦
夷
地
/

2
シ
ャ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
戦
い
/

3
荷
入
資
本
の
蟻
夷
地
「
開
発
」
(
田

本
書
は
、
現
在
山
川
出
版
社
T
刊
行
中
の
「
新
銀
県
史
シ
ヲ
l
ズ
・

1
」
で
あ
る
。

端
宏
〉
o

-
二
八
頁
。

本
番
を
編
む
に
あ
た
っ
て
の
著
者
逮
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
「
あ
と
が
き
」
に

題
意
1

ク
ナ
シ
ヲ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
と
蝦
夷
地
幕
領
匙
/

1
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ

関
腹
刊
行
後
「
約
一
一
一

O
年
が
過
ぎ
た
が
、
こ
の
関
の
北
権
道
の
歴
史
泣
激
し
く
揺
れ

シ
の
戦
い
前
夜
/

2
赤
蝦
夷
の
動
き
/

3
蝦
夷
地
幕
領
化
(
田
場
宏
)
。

動
く
時
代
」
で
島
り
、
「
こ
の
よ
う
な
激
変
す
る
現
代
金
含
め
て
、

田
践
に
か
わ
る

三
九
賞
。

北
海
道
史
の
通
史
」
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
と
あ
る
こ
と
や
「
参
考
文
献
」
の
智
頭

で
記
し
て
い
る
「
北
海
道
に
お
け
る
地
域
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
等
に
よ
っ
て
窺

五
章

i
開
議
を
適
え
て
/

1
蝦
夷
地
の
再
纂
領
也
/

2
幕
末
期
の
松
前
・
螺
夷

地
〈
出
端
宏
〉
。
ニ
ム
ハ
頁
。
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う
こ
と
が
守
き
る
。
特
に
近
年
の
当
該
埼
域
に
関
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で

中ハ章
l
開
拓
の
時
代
/

1
維
新
政
権
と
北
権
道
/
内
ぷ
三
県
一
鳥
時
代
と
北
権
道

の
問
題
意
識
に
つ
い
て
云
え
ば
、
後
者
文
京
の
「
北
講
道
に
お
け
る
地
域
史
研
究
は
、

(
船
津
功
)
。
一
一
一
一

北
方
自
本
が
北
東
ア
ジ
ア
な
ど
へ
広
く
連
接
し
、
ま
た
日
本
列
島
北
お
け
る
涯
史
の

七
章

i
「
資
本
の
移
住
」
を
求
め
て
/

1
北
機
道
庁
の
設
麓
/

2
内
盟
植
民
地

展
開
に
も
深
く
関
篠
し
て
き
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
可
ア
イ

-
北
端
道
(
桑
原
真
人
)
。

四
頁
。

ヌ
文
生
振
興
法
自
由
の
制
定
〈
一
九
九
七
年
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
文
化
主
義
の

入
章
i
開
拓
計
麗
の
も
と
で
/

1
産
業
構
造
の
転
換
/

2
舷
換
期
の
北
海
道
社

社
会
が
成
立
し
よ
う
と
す
る
時
代
に
、
多
様
な
緬
値
観
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
と
な
り

〈
桑
原
真
人
)
。
一
一
一
一
一
一
頁
。

う
る
歴
史
研
究
の
重
要
な
部
分
を
に
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
章
に
要
約

九
章
!
十
五
年
戦
争
と
道
民
/

1
第
二
期
拓
殖
計
麗
/

2
北
権
道
の
戦
時
体
鱗

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
北
思
う
。
こ
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
本
書
の
編
目
携

〈
船
津
功
)
一

四
頁
。

戒
の
大
略
と
各
輩
の
執
筆
者
及
び
各
輩
鋒
の
賀
数
告
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

十
輩
i
総
合
開
発
を
越
え
て
/

1
戦
後
の
復
興
/

2
高
震
成
長
期
の
明
と
暗

〈
田
端
・
桑
原
・
船
捧
・
関
口
〉
。
一
一
一

頁

底
土
と
入
院

i
も
う
一
つ
の
広
大
感
と
開
拓
史
感

i
〈
田
端
宏
〉
。
七
真
。



右
の
編
闘
講
或
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
史
の
時
代
区
分
し
ふ
の
対
応
際
部
で
は
、

工
事
が
原
始
・
古
代
、

離
が
中
世
、
一
一
一
撃

i
五
輩
が
近
世
、
ム
ハ
章

i
九
章
が
近
代
、

十
輩
が
現
代
で
あ
る
。
ま
ず
本
撃
を
通
読
し
て
評
者
が
感
じ
た
本
書
の
内
容
に
関
す

る
全
般
的
な
特
徴
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
第

に
、
近
年
の
北
方
史
研
究
の
研
究

成
果
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
。
特
に
北
東
ア
ジ
ア
と
自
本
社
会

と
の
相
互
関
係
に
積
織
的
に
目
を
肉
付
、
広
い
視
野
か
ら
北
海
道
に
嬢
罰
さ
れ
た
麗

史
の
特
徴
を
拒
擬
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
こ
う
し
た
領
向
は
特
に
前
近
代
史
、

と
り
わ
け
原
始
・
吉
代
・
中
世
の
歴
史
記
述

ι顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、

南
の
沖
縄
(
破
球
〉

の
歴
史
と
の
比
較
の
視
点
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
α

こ
う
し
た

額
向
は
特
に
近
代
史
の
記
述
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
等
の
諸
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
本
書
は
、
誕
来
の
北
梅
道
史
と
は
一
味
違
う
新
た
な
北
梅
道
史
を
撒
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
艶
史
書
で
あ
る
だ
け
に
、
随
所
に
見
ら
れ
る
新

た
・
な
克
解
を
各
時
代
誌
に
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
紙
輯
の
関
保
か
ら
、
こ
こ
で

は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
、
ま
た
評
者
が
協
間
関
を
感
乙
た
点
に
つ
い
て
若
干
記
す
こ
と

と
し
た
い
。

第
一
軍
に
関
し
て
。
こ
の
章
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
問

倍
比
羅
夫
の
北
征
の
記
事
と
北
方
考
吉
学
上
の
知
見
と
の
相
玄
関
採
に
関
す
る
著
者

の
解
釈
で
あ
る
。
特
に
評
者
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第

-r

」、

続
縄
文
文
化
は
、
そ
の
後
半
期
に
自
然
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
東
北
地
方
に
南
下
し

た
が
、
比
四
継
夫
の
北
抵
は
「
東
北
地
方
の
土
師
器
文
化
圏
に
お
け
る
続
縄
文
人
の
括

動
を
国
家
的
な
秩
序
下
に
お
く
こ
と
を
企
図
し
た
」
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
明
新
著
書
』
に
み
え
る
「
流
鬼
」
を
サ
ハ
リ
ン
に
比
定
し
、
員
緩
十
四
年

四
O
〉
患
に
朝
貢
し
た
「
流
県
」

の
コ
+
ご
を
サ
ハ
リ
ン
の
ニ
ヴ
フ
〈
ギ
リ
ヤ

ー
ク
〉
か
ウ
イ
ル
タ
と
し
、
比
護
夫
の
遠
征
の
範
的
に
は
吋
サ
ハ
リ
ン
の
朝
貢
以
捧

動
揺
す
る
渡
島
最
爽
を
沈
静
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
い
と
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
詑
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
を
⑦
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
戦
闘
関
(
ウ
リ
チ

民
族
〉
説
、
②
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
民
膝
(
樺
太
ア
イ
ヌ
)
鋭
、
サ
ハ
ヲ
ン
の
一
一
、
ヴ

ブ
民
族
(
ギ
リ
ヤ

i
ク
〉
説
の

説
に
大
別
し
た
う
え
で
、
古
代
の
史
料
仰
い
「
葉

慎
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
に
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
祷
負
者
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、
北
海
道
と
関
連
す
る
撤
棋
は
オ
ホ

i
ツ
ク
文
化
人
」

と
の
認
識
を
前
提
に
し
て
比
羅
夫
が
大
前
の
辺
で
接
触
し
た
「
粛
棋
い
を
オ
ホ

i
ツ

ク
文
化
人
と
解
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
『
続
百
本
紀
』
義
者
自
年
(
七
一
一

O
)
条

に
渡
島
津
軽
津
司
従
七
註
上
諸
君
鞍
男
ら
六
人
を
「
鞍
隣
国
」
に
諜
遺
し
た
記
事
が

あ
る
が
、
ご
〕
の
鞍
誌
が
粛
機
と
同
義
で
使
わ
れ
て
い
る
な
ら
、
古
代
理
家
が
オ
ホ

i
ツ
ク
文
化
人
と
積
極
的
に
接
触
を
も
と
う
と
し
た
い
と
解
し
て
い
る
こ
と
等
の
諾
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点
で
あ
る
。
極
め
て
魅
力
あ
る
見
解
で
あ
る
が
、
評
者
が
疑
問
に
思
う
の
は
、
こ
の

文
脈
か
ら
窺
え
る
よ
う
仁
、
著
者
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
組
い
手
を
粛
棋
院
日
鞍
鵜
と

理
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ホ

i
ツ
ク
文
化
が
「
鞍
鞍
文
化
」
の
影
響
を
強
く

受
け
た
文
化
で
あ
る
こ
と
は
間
間
違
い
な
い
が
、
管
見
の
限
り
オ
ホ

i
ツ
ク
文
化
入
院

鞍
輯
と
い
う
見
解
は
未
だ
定
説
に
な
っ
て
い
な
い
と
判
新
さ
れ
る
の
で
、
論
を
こ
こ

ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
は
大
き
な
疑
問
を
感
乙
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
撃
に
関
し
て
。

コ
シ
ヤ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
ご
」
の
強

烈
な
茨
艦
船
の
膏
景
の
一
つ
に
は
政
準
(
安
東
政
季
・
引
用
者
〉
に
よ
る
守
一
一
守
護
体

制
制
恥
か
ら
排
除
さ
れ
た
mm
結
主
層
の
不
満
が
あ
っ
た
」
と
し
「
政
季
と
と
も
に
渡
島

し
た
河
野
政
通
が
籍
館
の
館
主
に
つ
い
た
が
、

そ
れ
に
よ
り
前
館
主
〈
名
前
は
不

と
の
あ
い
だ
に
確
執
、
た
と
え
ば
館
、
主
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い



た
交
易
上
の
科
益
を
め
ぐ
る
対
立
が
生
じ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
も
恕
定
す
る
め
で
あ
れ
ば
、
「
参
考
文
獣
」
に
入
間
田
笈

央
他
福
『
北
の
内
詣
世
界

i
北
奥
羽
・
蝦
夷
ケ
鳥
と
地
域
集
団

i
h
〈
山
川
出
版
社
、

一
九
九
九
年
〉
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
問
書
収
録
の
入
間
田

論
文
の
内
容
を
も
紹
介
し
た
う
え
で
著
者
独
自
の
見
解
を
-
記
述
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

開
審
収
録
の
入
興
国
論
文
「
糠
部
・
閉
伊
・
爽
が
島
の
港
民
集
盟
と
諸
大
名
い

で
入

関
田
氏
は
、

コ
シ
ヤ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
臆
史
的
背
景
を
解
釈
す
る
場
合
、
安
東
太
師

季
の
隣
接
海
に
よ
る
「
南
部
の
平
和
」

の
崩
壊
、
す
な
わ
ち
北
方
設
界
に
お
け
る
統

治
の
大
枠
の
崩
壊
と
い
う
問
翠
を
撹
野
に
合
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
新
た
な
見
解
を

提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
α

こ
れ
と
類
蝕
し
た
開
題
点
と
し
て
、
本
章
の
著
者
辻

北
海
道
と
北
東
ア
ジ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
随
所
で
記
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
禍

留
雄
氏
・
第
池
俊
諺
氏
・
遠
藤
巌
氏
・
中
村
和
之
氏
や
評
者
が
論
じ
て
き
た

一一，、，

一
四
世
紀
初
頭
に
お
け
る
サ
ハ
ラ
ン
者
舞
台
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
の
「
骨
東
い

〈
ア
イ
ヌ
)
征
討
の
問
題
や
一
五
世
紀
に
明
載
が
ア
ム
ー
ル
荷
最
下
流
域
の
チ
ル
に

奴
児
干
都
商
を
設
躍
す
る
と
問
時
に
ア
ム

i
ル
荷
下
流
域
や
サ
ハ
ラ
ン
に
議
廉
蜜
を

設
覆
し
た
事
実
と
列
島
北
方
世
界
の
歴
史
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
る
こ
と

な
く
僅
か
に
吋
諏
訪
大
明
神
絵
諮
銅
山
中
の
長
崎
子
」

の
解
釈
で
、
吋
唐
子
」
は
「
中

国
人
」
を
強
力
に
意
識
し
た
将
び
方
で
あ
る
と
し
た
う
え
で

一
世
紀
後
半
、
元

が
治
構
州
・
樺
太
を
攻
撃
す
る
・
緊
迫
し
た
状
況
の
も
と
で
、
百
君
子
匂
〈
H
中
国
人
)

が
住
む
隣
接
の
『
外
開
』
の
存
粧
が
急
激
に
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
れ
が
北
海
道
の
日
本
議
側
に
住
む
ア
イ
ヌ
集
団
の
呼
称
に
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
で
「
近
年
中
村
和
之
氏
が
と
な
え
る
『
北
か
ら
の
蒙
古
襲
来
』
の
一
端
を
、
崎
山
盾

子
』
の
呼
啓
の
な
か
に
垣
間
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
」
と
い
う
内
審
で
触
れ
ら
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
付
畿
の

に
も
元
顎
の
ぷ
符
出
鬼
」

征
討
の
こ
と
や
明
輔
の
奴
克
子
都
青
及
び
サ
ハ
リ
ン
へ
の
罷
牒
衝
の
設
置
の
こ
と
が

一
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
躍
史
認
識
を
皮
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
吋
唐
子
」

の
解
釈
で
も
こ
れ
を
無
前
提
的
に
「
中
国
人
」
と
解
釈
す
る
こ

と
に
も
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
。

第
三
章
に
関
し
て
。
慶
長
九
年
の
松
前
志
麟
守
完
家
康
黒
印
状
を
ニ
現
知
判
物
」

と
し
、
「
家
柴
以
降
の
将
軍
が
発
給
す
る
領
知
特
物
は
朱
印
状
と
な
る
」
と
表
記
し

て
い
る
が
、
古
文
書
学
で
は
「
判
物
い
は
発
給
者
の
花
押
を
惜
え
た
直
状
形
式
の
文

こ
と
で
、
近
世
に
将
軍
が
諸
大
名
に
発
給
し
た
辺
被
知
宛
行
状
」
は
、
原
挺
と

し
て

。
万
石
以
上
が
領
知
判
物
、

一
O
万
苓
未
満
が
領
知
米
印
状
で
あ
っ
た
か
ら
、

松
前
氏
宛
将
議
の
黒
印
状
・
朱
印
状
を
「
預
知
判
物
」

こ
と
に
は
問
題
が
あ
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る
よ
う

ι思
う
。

第
八
章
に
関
し
て
。
二
四
五
真
に

3
J
イ
ヌ
民
族
が
『
神
の
急
』
(
カ
ム
イ
チ
ェ

ッ
ブ
〉
と
あ
が
め
る
練
は
」
と
あ
る
が
、

ア
イ
ヌ
民
族
は
練
を
「
カ
ム
イ
チ
エ
ツ

プ
」
と
は
呼
ば
な
い
。
ア
イ
ヌ
諾
の

「
カ
ム
イ
チ
ェ
ッ
ブ
」
は
吋
サ
ケ
・
鮭
い

の

と
で
あ
る
。
な
お
「
練
」
は
ア
イ
ヌ
一
鴨
川
で
「
ヘ
ロ
キ
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
関
違
い

は
、
参
考
に
し
た
今
回
光
夫
著
?
…
シ
ン
文
化
史
』
の
関
違
っ
た
記
述
に
そ
の
ま
ま

依
拠
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
刊
し
た
も
の
で
、
ご
く
初
歩
的
な
関
違
い
で
あ
る
。
ま
た

二
五
八
頁
に
「
明
治
二
年
の
五
万
八
四
六
七
人
が
大
正
七
年
に
は
二
一
六
万
七
五
五

六
人
と
な
り
、
実
に

一
惜
の
増
加
で
あ
る
(
な
お
、
こ
の
人
口
に
は
先
注
の

ア
イ
ヌ
民
族
は
含
ま
れ
て
い
な
い
ご
と
あ
る
が
、
疑
問
に
患
う
の
は
括
補
強
内
の
設

記
で
島
る
。

こ
の
人
口
は
『
薪
北
海
道
史
恥
第
九
巻
・
史
料
三
所
収
の

「
統
計
・
人
誌
い

の
数
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字
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
に
拠
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
同
書
の
「
世

帯
数
お
よ
び
人
口
の
推
移
(
元
禄

u
i昭
和
印
年
ご

の

「
備
考
」
に
、
明
治
2

1

M
年
は
『
開
拓
使
事
業
報
告
』
に
、
大
正
7
年
は
『
北
海
道
統
計
書
』
に
拠
っ
た
と

あ
り
、
ま
た

「
明
治
2
1
5
年
は
、
『
開
拓
使
事
業
報
告
』
で
は
、
館
藩
管
内
(
福

山
・
江
差
地
方
)
が
遺
漏
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
記
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
人
口

も
、
同
6
年
以
後
と
比
較
す
る
と
非
常
に
少
な
い
が
、

そ
の
ま
ま
記
載
し
た
」
と
あ

る
の
で
、
『
新
北
海
道
史
』
第
九
巻
所
収
の
明
治
二
年
の
人
口
と
『
開
拓
使
事
業
報

告
』
第
一
巻
記
載
の
同
年
の
人
口
を
照
合
す
る
と
、

五
万
八
四
六
七
人
と
い
う
人
口

は
、
後
者
に
は
「
本
籍
」
と
「
寄
留
」
人
口
の
合
計
で
、

し
か
も
こ
の
人
口
は
「
宗

問
調
」
に
依
拠
し
た
数
字
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ア
イ
ヌ
民
族
が

「
日
本
国
民
」
に
編

入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
五
年
二
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た

「
戸
籍
法
」
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
新
た
な
戸
籍
(
い
わ
ゆ
る
壬
辰
戸
籍
)
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
登
録
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
が
、
全
道
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
戸
籍
が
完
成
し
た
の
は
明
治
八

1
九
年
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
明
治
二
年
の
人
口
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
含
ま
れ
て
い
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
明
治
二
年
の
人
口
に
つ
い
て
は
著
者
の
注

記
も
納
得
で
き
る
が
、
明
治
二
年
の
み
な
ら
ず
大
正
七
年
の
全
道
人
口
に
つ
い
て
も

ア
イ
ヌ
民
族
が
含
ま
れ
な
い
旨
を
敢
え
て
注
記
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
著
者
は
『
新

北
海
道
史
』
第
九
巻
所
収
の
近
代
に
お
け
る
全
道
人
口
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
根
拠
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

で
あ
れ
ば
そ
の

根
拠
を
明
記
す
る
の
が
当
然
だ
と
思
う
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
根
拠
を
一
切
記
し
て

い
な
い
。
『
新
北
海
道
史
』
第
九
巻
所
収
の
全
道
人
口
を
ア
イ
ヌ
民
族
を
含
め
て
理

解
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
重
要
な
問
題
点
と
し
て

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
単
に
統
計
数
字
の
解
釈
の
し
か
た
と
い
う
問
題
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に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
近
代
国
家
が
ア
イ
ヌ
民
族
を
ど
う
把
握
し
、
一一
ど
う
位
置
づ

け
て
い
た
の
か
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
若
干
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
序
章
に
相
当
す
る

「
風
土
と
人
間
」

で
の

「
開
拓
精
神
」
に
関
す
る
歴
史
的
評
価
と
、
本
章
の

「
北
海
道
的
生
活
文
化
の
形

成
」
で
述
べ
て
い
る
移
住
一
世
の

「
開
拓
者
精
神
」

の
歴
史
的
評
価
の
聞
に
大
き
な

相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
で
は
「
開
拓
精
神
」
な
る
も
の
に
「
進
取
の

気
性
」
を
見
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
、
「
不
利
な
土
地
で
も
っ
と
も
困
難
な
開
拓
に

従
事
し
た
一
般
農
民
の
開
拓
者
と
し
て
の
精
神
的
支
柱
は
、
勤
倹
貯
蓄
、
克
己
の
精

神
な
ど
伝
統
的
な
倫
理
観
そ
の
も
の
」

で
「
伝
統
的
価
値
観
を
超
え
る
進
歩
性
と
か
、

独
立
心
」
と
い
う
よ
う
な
面
を
強
調
す
る
見
方
に
は
否
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

者
で
は
「
彼
ら
(
移
住
二
世
の
こ
と
・
引
用
者
)
に
は
、
移
住
一
世
が
も
ち
あ
わ
せ

- 65ー

て
い
た
『
開
拓
者
精
神
』
と
か
『
進
取
の
気
性
』
と
い
っ
た
も
の
が
希
薄
で
あ
っ

た
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
開
拓
者
精
神
」
に
「
進
取
の
気
性
」
を
認
め
て
い
る
。

本
書
は
北
海
道
史
の
通
史
な
の
で
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
開
拓
者
精
神
」
に
対
す
る
歴

史
的
評
価
に
つ
い
て
は
統
一
的
見
解
を
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

以
上
評
者
が
気
付
い
た
若
干
の
特
徴
と
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
た
。

し
か
し
、
本

書
は
全
体
と
し
て
北
海
道
の
新
た
な
歴
史
像
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(
四
六
判
、
三
七
六
頁
、
山
川
出
版
社
、
二

0
0
0年
九
月
刊
、

一
九

O
O円
)

(
え
も
り
・
す
す
む

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授
)


